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✓ 特殊相対論的プラズマの流動現象の計算手法である、MHDとPICの橋渡しの
役割が期待される拡張RMHD方程式が Koide, Astrophys. J. 696: 2220 (2009)にて
提案されたが、近似条件の妥当性検証が必要。

✓ 特殊相対論的プラズマの二流体方程式を、スケール解析によって近似。
✓ 未発見のホールRMHD とホールMHD + RMHDの２モデルを新たに提案。
拡張RMHDと電子慣性 RMHD妥当する物理条件を定量的に決定。

✓ 拡張MHDは二流体効果、RMHD は相対論効果、拡張RMHDは両方の効果。

✓ 低密度・局所スケールで二流体効果、高速で相対論効果が重要に。磁場は
陽には効いてこないので、より複雑。
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